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表 1 ス ペ イ ン に お け る 地 域 別 人 口 移 動数

涜出人 口 (1 9 6 2 - 1 9 7 0 )国内人 口移動絵数
(1 9 6 1 - 1 9 7 0 )総 人 口

国 外

そ の 他

万

50

.2

.ア

ユ

J

.2

. 6

〇

.〇4

.2

5

鴨

.
2

A

.6

0

0

0

3

2

0

2

0

8

0

0

0

0

0

ヨーロ

ッ パ

万

〔

八
)▲q

ノl

0
ノ

9

2

A
T

2

8

7

3

′

O

l

q
′

3

8

`
U

O

O

O

O

′

0

3

1

4

3

A
T

つ
J

O

4

.
〇

l

県 外

万
川

わ8A
T2

′

■U

咋

町

野

野

狩

野

孔

鮎

6 4

6 9

8 3

5 7

2 6

2 8

(

(

(

(

(
/

′

し

(

(

(

(

(

(

(
′
し

8

9

7

1

5

4

1

0

1

一

J

O
O

O

っ
J

O

9

1

0

1

8

0

2

2

0
0

ウ
】

0
ノ

5

′

b

′

0

県 内

万

3 ･711
ノ

4

(

古

8

0
ノ

〔

凸

1

0

′

○

′

0

′

D

O

(

古

8

3

8

1

1

2

1 0

1 4

4 5

3

4

5

2

3

7

5

1

1

A - B

万

㌶

諾
｡ ･8

1 ･1

7 ･3

1 3 ･6

馴

2 ｡ ･2

岩
淵

"

2 ｡ .1

1 7 . 9

一2

パ

ー

ー

一

一

-

B 流出
入 ロ

万
9 ･5

"

9 ･ 5

”

2 ･5

u

朋

馴

5 9 ･7

2 6 ･ 5

1 3 ･ 3

1 8･6

以

”

2 5 ･｡

那

3

3

1

A 流 入
人 口

万
M

∽

5 ･7

"

l

l

l

,

J

3

2

2

(

古

1

3

2

3

1

6

4

′

0

よ

3 .

5

媚

22

㌶

6 .

7 .

8 .

4 .

7

4 5

4 0

1 9 7 01 9 6 0

市
棚

諾
仙

5 5 ･2

㌫

諾
皿

創

m

慧
桃

山

前
削

岩
馴

㌫
21 ･1

2 1 ･ ｡

9 2･6

3 7 ･ 9

"

m

1 8 ･ 1

朋

削

37 .2

4

2

3

1

2

1

1

2

1

I A n d al1 1 Cia o ri e n t a l

Ⅱ A n d al1 1 Ci a o c ci d e n t a l

Ⅲ A r a g
o n

IV A st n ri a s

V B al e a r e s

Ⅵ C an 訂 i a s

Ⅶ C a sti11a l a N u e v a

Ⅶ C a stilla l a V i ej a

IX C at alu 丘a

X E x 仕 e m a d1 1 r a

X【 G a lici a

Ⅱ L e(in

XⅢ M w ei a

ⅡV N a ▼a ∫r a

XV V al e n ci a

m V a s ∝〉工唱 a d a s

注 (1 ) カ ツ
コ 内の 数争ま流出人 口総数 に 対す る県外移 動敬の 割合 ･

表 2 ス ベ イ ン に お け る 地 域 別 人 口 純移動率(1)

07〈U
ノl

1

4

7
′

0

8

0

8

一
丁

(

古

8

′

0

6

0

-7
0

1

6 8

53

1 5

8

2 9

2 3

1 8

2 8

4 2

71

3 6

51

52

2 2

00

礼

＋

＋

＋

＋

＋

＋

十

■Uノ鋸l

2

2

0
0

1

4

4

▲‖

8

2

7

5

2

′

0

0

0

′

0

0

6 2

5 7

6 .

5 .

2 0

3 2 .

1 0

2 6

4 0

6 3

2 4

5 2 .

弧

2 3

岱

2 7

＋

十

＋

＋

＋

＋

＋

0
0

′

091

0

9

2

2

3

′

0

7

′

0

9

1

く
)

0
ノ

′

D

3

2

3

6 2

芸
16

- 7

招

岬

2 7

招

6 1

3 1

4 5

叫

2 4

3 7

㌶

＋

＋

＋

1 9 6 7

4

3

2

5

0

8

っ

J

8

q
′

l

q
′

2

1

(

缶

l

Z

鵬

59

1 8

｡

小

川

川

㌶

榊

6 8

お

5 5

5 2

25

芸

＋

＋

＋

1 96 6

5

0
0

5

4

0

7

▲9
穴
)

8

8

1

A
T

1

2

3

0
ノ

ア2

7 4

1 2

1 7

祁

小

朋

2 1

岬

7 5

嶋

5 7

5 5

2 9

4 1

｡ 6

＋

＋

＋

19 6 51 9 6 4年 l 1 9 6 1 l 1 9 6 2 ‡ 1 96 3

4

8

5

3

8

8

7

8

ハ

さ

･

J

9

4

0
ノ

9

1

`
U

7 7

7 3

1 7

7

2 7

1 3

15

舶

5 9

8 2

5 3

6 1

7 2

1 7

5 4

5 6

＋

＋

十

＋

＋

＋

＋

4

4

3

0
ノ

2

4

7

2

1

1

8

(

む

2

4

0

′

D

7 7

乃

1 7

2 3

嶋

2 3

1 1

舶

6 3

鮎

5 7

6 1

7 9

1 6

5 4

5 6

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

2

9

4

9

7

′

D

′

b

′

D

一

j

7

2

2

7

3

4

7

8 ｡

7 3

2 1

1 3

諾
祁

鵡

岬

8 3 .

5 7 .

59

8 ｡

1 1 .

5 ｡ .

軋

＋

＋

＋

81.6

7 5 . 1

4

3

5

3

(

ソ

A
T

2

3

2

`
U

9

0

2

4

1 9

2 3

仙

川

小

叫

描

8 1

5｡

5 5

7 9

1 6

4 3

51

＋

＋

＋

8 4 ユ

7 0 ,6

1 7 . 2

3 3.9

＋ 2 2.3

＋ 8 .9

1 3 , 4

3 6 . 6

＋ 6 2 .9

7 2.6

6 0 .
9

4 7 .
6

8 0 . 5

＋ 7 .
7

十 3 3 . 9

＋ 3 8 . 9

I A 皿 d al1 1 Ci a O rie n t al

Ⅱ A n d al1 1 Ci a O c ci d e n t al

Ⅲ A f ag O n

Ⅳ A st n ri a s

V B al e a r e s

Ⅵ C a n a ri a s

Ⅶ C a st ill a l a N n e ∇a

Ⅷ C a st ill a l a V i ej a

Ⅸ C a t all 止 a

X E x t r e m a d lユr a

,紅 G ali cia

)皿 L e(～n

) 皿 凹 町 Cia

H V N a v 訂 r a

XV V al e n ei a

m V a s c o n g a d a s

(1 ) 純移動率= ( 流入人 口)- ( 流出人 口) / 流出入 ロ

∂7 7



一 橋論叢 第 七 十 二 巻 第 六 号 ( 1 2 8)

図l - 1

E l .

E 2 ∴ A 6 .

A

欝笠吉
● ● ●

A 2

G v i

MB

4 万 ペ ソ

q Y i

-

B

M

つ
J

川

碍

･

2

所

2

削

一

4 5

1

川

図 l

ゼ:

1 2 3

( 1 人当り所得)

暇

5 0

4 0

30

2 0

10

〇.

哨

4 0

3 0

2 0

1 0

0■

6

5

(

第
一

次
産
業
所
得
構
成
比

)

(

第
二

次

産
業
所
得
樺
成
此
)

A ‥ A n d al ロCi a
･

B : B a r c el o n a V i : Ⅵ zc a y 争

E : E st r e m a 血 r a M : M a d rid G : Gip u z c o a

V : Ⅴ五1 e n ci a

召
｡

5 .

邑
巴

ご
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に

流
出
入

地

別
移
動
数
･

年

齢

階
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別

数
･

職

業
従

業
地

位
別
数

･

識
字
能
力

賀
巴
許

訂
t

｡

別
数
が

と

ら
れ

､

移
動
人
口

の

社
会
的
要
素
を

示

す

統
計
に

不

備
が

あ

る

と

は
い

え
､

国
内
人
口

移
動
の

実
態
が

把
握
で

き

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

国
内

･

国
外
人
口

移
動
の

地

域
性

を
､

1

移
動
実
数

､

2

純
移
動

率
に

よ
っ

て

み

る

と
､

山

大
都
市
お

よ

び

工

業
地

帯
で

､

純
移
動
率
が

六

〇
%

を

越
え

る

人
口

流
入

地

域
(

バ

ル

セ

ロ

ナ

を

含
む

カ

タ
ル

ー

ニ

ャ
､

マ

ド

リ
ッ

ド
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カ
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イ

ー
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ヌ

ェ
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ス
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､
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ラ
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ン

シ
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､

惚

北
部
ス

ペ

イ

ン
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継

続
的
緩
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国
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移
動
率
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高
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国
外
移
動
率
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示

す

人

口

流

出
地

域

(

ア

ラ
ゴ

ン
､

ア

ス
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ク

リ
ア
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)

､

矧

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

国

内
･

国
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移
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率
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人
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シ

ア
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ト

レ
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㈲
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㈲
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オ
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以
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ナ

リ

ア
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島

峡
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域
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域
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分
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き
る

｡

次
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は
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
､

マ

ド

リ

ア

ド
､

ダ
イ

ス

カ

ヤ
､

ヴ
ァ

レ

ン

シ

ア

へ

の

流
入

人
口

が

多
く

､

毎
年

､

バ

ル

セ

ロ

ナ

に

は

十
万

前
後

､

マ

ド

リ
ッ

ド

に

は

五

万

弱
､

ヴ
ァ

レ

ン

シ

ア

に

は

三

万

弱
､

ダ
イ

ス

カ

ヤ

に

は
二

万

前
後
が

流
入

し
､

マ

ド

リ
ッ

ド
ヘ

の

流
入
が

増
加
し
て

い

る

の

が

特
徴
的
で

あ

る
｡

地

域
別
に

み

る

と
､

マ

ド

リ

γ

ド
､

ヴ
ァ

レ

ン

シ

ア

は

周
辺
県
か

ら
､

ダ
イ

ス

カ

ヤ

は
､

グ
ァ

ス

コ

地

方
､

カ

ス

テ
イ

リ

ャ

ビ

エ

ハ

､

レ

オ

ン

地

方
の

諸
県
か

ら
の

流
入

人

口

が

多
い

の

に

対
し

て
､

バ

ル

セ

ロ

ナ

は

カ

タ
ル

ー
ニ

ャ
､

ア

ラ
ゴ

ン
､

エ

ス

ト

レ

マ

ド

ゥ

ラ
､

ア

ン

ダ

ル

シ

ア
､

ア

ス

ト
ク

リ
ア

ス
､

ガ

ル

シ

ア

地

方
の

広
範
囲
の

地

域
か

ら

人

口

が

流
入

し
､

プ
ァ

ス

コ

地

方
の

重

化
学
工

業
化

､

マ

ド

リ

ッ

ド

の

エ

美

化
の

進
展
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

依
然
と

し
て

ス

ペ

イ
ン

最
大
の

人
口

吸

収

地

域
で

あ

る
｡

国
外
移
動
を

み
る

と
､

フ

ラ

ン

ス
､

ス

イ

ス
､

ド

イ

ツ
ヘ

の

流
入
が

最
も

多
く

､

一

九
七

〇
年
に

は
､

フ

ープ
ン

ス

ヘ

の

流
入

人
口

の

ぅ
ち

､

一

･

八

万
の

移
住
人
口

に

対

し

て

八
･

三

万
の

一

時
的

季
節
移
動

が

あ
っ

た
｡

こ

の

よ

う
な

人
口

移
動
を

説
明

す
る

も

の

と

し

て
､

各
県
の

所

得
水
準

と

移
動
数
お

よ

び

各
県
の

人

口
一

人

当
り

分

配
所
得
に

対

す
る

第
一

次
産

業
人
口

所
得
構
成
此
と

第
二

次
産
業
所
得
構
成
比

を

図
化
し
て

み
る

と
､

所
得
水
準
が

低
い

地

域
に

人
口

流
出
の

移
動
率
が

高
い

こ

と
､

県
民

所
得
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水

準
の

低
い

農
業
県
(

ア

ン

ダ
ル

シ

ア
･

エ

ス

ト
レ

マ

ド
ゥ

フ
･

ム

ル

シ

ア
)

か

ら

高
い

工

業
化
が

相
対

的
に

進
ん

だ

工

業
県
(

カ

タ
ル

ー

ニ

ャ

･

プ
ァ

ス

コ

)

に

人

口

が

移
動
し
て

い

る

こ

と

が

指
摘
で

き

る
｡

三

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

農
業
構
造

前
節
に

よ

る

と
､

ア

ン

ダ
ル

シ

ア
･

エ

ス

ト
レ

マ

ド

ゥ

ラ
･

ム

ル

シ

ア

の

南
部
ス

ペ

イ
ン

は
､

所
得
水
準
が

低
く

､

一

人
当
り

分
配
所
得
に

対

す

る

第
一

次

産
業
所
得
構
成
比
の

高
い

と

こ

ろ

で

あ
っ

た
｡

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

低
開
発
性
は

､

し

ば

し

ば

大
土

地

所
有
制

-

邑
2
n

巴
s

m
O

の

問

題
と

と
も

に

論
じ

ら

れ

て

い

る
｡

大
土

地

所
有
制
の

定
義
に

つ

い

て

ほ
､

詔
論

(

4
)

が

あ
る

が
､

こ

こ

で

は

さ

し

あ

た

り
､

大
農
地

を

所
有
す
る

貞
業
経
営
体

と
い

う
意
味
で

用
い

る
｡

ス

ペ

イ
ン

で
､

土
地

所
有
状
況
を

地

域
的
に

み

る

の

に
､

現
在
ま
で

最

も

ま

と

ま
っ

た

資
料
と

し
て

利
用
で

き

る

の

は
､

一

九
六
二

年
の

農
業
セ

ン

サ

ス

勺
r

i

m
e

r

〔

e

n
S

O

品
【

罵
i

O

d
e

E
s

勺

弘
一

P

で

あ

る
｡

こ

れ
に

よ

っ

て
､

地

域
ご

と

に
､

所
有
規

模
別
に

所
有
状
況
を

概
観
し

て

み
る

と
､

全
体
で

五

〇
-
九
〇
%

に

達
す
る

五
b a

以

下
の

農
家
数
が

貴
地
の

三

-
二

七

%

を

所
有
し

､

〇
･

二

-
五

%
の

一

〇
〇
b a

以

上
の

層
が

四
一

-
七

四

%
の

農
地

を

占
め

､

中
点
層
の

数
が

少
な

く

て
､

零
細
農

m
ビ

已

訂
n
d

賢
P

と

大
農

-

む

已
ど
n

巴
s
t

p

の

両

極
分
化
の

傾
向
が

､

い

ず
れ

の

地

域
に

も

明
ら
か

で
､

こ

れ

か

ら

み

る
か

ぎ

り

で

は
､

南
部
ス

ペ

イ

ン

の

大
土

地

所

有
制
の

み

を

指
摘
で

き

な
い

｡

こ

れ
は

､

農
業
セ

ン

サ
ス

が

土
地

所
有
を

所
有
主
体
別
に

区

別
し

て

い

な
い

た

め

に

よ

る

も
の

で
､

一

九
五

三

年
､

五

六

年
に

行
わ
れ

た

盲
n
t

P

ク

ぎ
0
叶

｡

ロ

巴

d
e

竹

訂
r

m

呂
計
告
s

の

農
業

調
査
お

よ

び
一

九
五

七

年
以

降
の

土

地

課
税
調
査
所
が

一

七

万
ペ

ソ

以

上

の

納
税
者
の

み
に

行
っ

て

い

る

調
査
統

計
に

よ
っ

て

補
足
す
る

と
､

南
部

ス

ペ

イ
ン

以

外
の

大
農
地

は
､

行
政
体
の

共
有
地

m

巨
訂

首
巴
の

O

m
ヨ
｡

ロ

ー

賀
早

c

O

ヨ
亡

n

已
e

で
､

一

九
五

九
年
に

は
､

南
部
ス

ペ

イ
ン

で

は

そ

の

よ

う
な

共
有
地

が

農
地
の

七
･

七

%

を

占
め

て

い

た

の

に

対

し
､

北
部

･

(

5
)

中
部
ス

ペ

イ

ン

で

ほ
､

二

三

%

を

占
め
て

い

た
｡

さ

ら
に

､

北
部

･

中
部

ス

ペ

イ
ン

が

小

土

地

所

有

者
､

分

益

小

作

名
賀
C
e

r
-

p

p

m
e

已
P

､

あ

る

い

は
､

カ

タ
ル

ー

ニ

ャ

の

セ

ン

ソ

宕
n
S

｡
､

ガ

リ

シ

ア

の

フ

ォ

ロ

訂
3

と
い

わ

れ

る

小

作
制
度
が

卓
越
す
る

地

域
で

あ

る
こ

と

を

考
え
る

な

ら
ば

､

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

大
土

地

所
有
制
ほ

､

レ

コ

ン

キ

ス

タ

以

降
の

歴

史
的
形

(

¢
)

成
過
寒
が

示
す
よ

う
に

､

南
部
ス

ペ

イ
ン

に

固
有
の

も

の

で

あ

る

と
い

ぇ

(

-
)

る
｡

一

般
的
に

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

大
土

地

所
有
制
の

特
質
に

つ

い

て

ほ
､

山

グ

ラ

ナ

ダ
､

東
部
ア

ン

ダ
ル

シ

ア

の

イ
ス

ラ
ム

時
代
の

湊
漑
施
設
が

破
壊

さ

れ

な

か

っ

た

所
を

除
い

て

は
､

ポ

ン

プ

な

ど

の

軽
便
な

も
の

を

も

含
め

て

潅
漑
設
備
へ

の

資
本
投
下
が

少
な
い

こ

と
､

惚

施
肥
量
が

小

農
経
営
の

半
分
以

下
で

あ

る

こ

と
､

㈲

小

麦
､

綿
花
に

特
化
し
た
モ

ノ

カ

ル

チ

ャ

ー

が

卓
越
し
て

い

る

こ

と
､

仙

経
営
耕
地

面
積
の

三

〇

-
五

〇
%
が

借
地

農

覧
【
e

ロ
d

邑
○
【

に

賃
貸
さ

れ
､

そ
の

借
地

面
積
は

し

ば

し

ば

大
規

模
で

あ

り
､

大
借
地

点
は

さ

ら
に

小

作
あ

る

い

は

賃
貸
借
地

に

出
す
と
い

う
二

重

の

借
地

関
係
が

み

ら

れ

る
こ

と
が

指
摘
さ

れ

て

公
叫
｡

現
在
の

大
土

地

所

有
制
を

成
立
さ

せ

て

い

る

経

済
的
基
盤
に

関
す
る

詳
細
な

分
析
に

つ

い

て

は
､

こ

こ

で

は

省
略
す
る

と

し

て
､

次
に

人
口

流
出
に

強
く

影
響
を

も

た

ら

す

労
働
力
状
況
を

検
討
し
て

み

よ

う
｡

β7 9
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園 2 ス ペ イ ン に お け る 人 口移動 の 社 会 的増減と

土 地 所有 規模 別 面 積比

=
辞

止
代

ゎ

土地所有規模

仁> 5 h a 以下

5 - 2 0 b a

恥 ･ 20 - 10 0b a

陸- 100 b a 以上

T
⊥

▼

l
Y
-
▲

全増

全滅

甘

瓜

野

id

ⅩⅠⅠⅠ

廿

韮

ⅠⅤ

ノ支ⅠⅠ

ⅠⅠ

ー

●

◆

[
‖
〓
〓

‖
∪

〟

甘
⑳

口
V

Ⅵ

β
屯

+

V

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

農
村
に

お

け
る

社
会
階
層
は

､

地

域
に

よ
っ

て

差
は

あ

る
が

､

直
接
耕
作
者
で

は

な
い

大
土
地

所
有
者
と

大
借
地

農
､

直
接
耕

作
者
で

あ

る

中

規
模
の

土

地

所
有
者
と

借
地

貴
､

零
細
農

､

常
雇
い

の

農

業
労
働

者
｡

冒
寛
O

a

g
r

訂
｡
】

P

丘
｡

､

臨
時
雇
い

の

農
業
労
働
者
O

b

岩
岩

品
r
-

c

O
】

a

O

く
e

已
亡

巴

(

b
r

胃
e

岩
)

に

大

別
さ

れ
､

ラ

テ
ィ

フ

ン

デ
ィ

オ

地

域
で

は
､

農
業
労
働
者
が

大
多
数
を

占
め

て

い

る
｡

し

か

し
､

統
計
の

軸

上

か

ら
み

た

農
業
労
働
者
数
の

多
寡
の

み

で
､

直
ち
に

人

口

流
出
に

結
び

β

っ

け

る

こ

と

は

で

き

な
い

こ

と
ほ

明
ら

か

で
､

そ
の

雇
用
状
態
が

問
題
と

な
っ

て

く

る
｡

そ
の

実
態
が

か

な

り

流
動
的
で

あ

る
こ

と

も

あ
っ

て
､

南

部
ス

ペ

イ
ン

全
体
に

わ
た
っ

た

資
料
は

､

今
の

と
こ

ろ

み

ら

れ

な
い

が
､

l

亡
a

n

琵
琶
t

F
e

N

と
i

e
【

に

よ

る

ラ

テ
ィ

フ

ン

デ
ィ

オ

の

詳

細

な

実

態

調
査
に

基
い

た
コ

ル

ド
バ

県
の

研
究
ほ

､

と

く
に

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

中
で

も

人
口

流
出
の

は

げ

し
い

と

こ

ろ

で

も

あ

り
､

本
論
の

分
析
に

は

役
立
つ

(

9
)

も

の

で

あ

る
｡

l
･

呂
弓
t
i

ロ
e

N

A
-

訂
【

は
､

ま

ず
ラ

テ
ィ

ア

ン

デ
ィ

オ

の

経
営
規

模
別
に

雇
用
労
働
力
を

調
べ

､

栽
培
作
物
ご

と
の

年
間
労
働
力
を

計

算
し

､

耕
作
面
積
を

も

考
慮
し

て
コ

ル

ド
バ

全
体
の

農
業
労
働
力
需
要

量
を

産
出
し
て

い

る
｡

こ

れ

に

よ

る

と

第
一

に

ラ

テ
ィ

フ

ン

デ
ィ

オ

が

雇

用
員
業
労
働
力
に

よ
っ

て

成
立
し

て

い

る
一

面
が

示
さ

れ

る

こ

と
､

第
二

に
､

そ
の

雇
用
労
働
力
の

需
要
量
は

､

季
節
的
変
動
が

大
き

く
､

と

く
に

最
低
の

十
一

月
は

､

最
高
の

二

月
の

三

〇
%
を

割
っ

て

い

る

こ

と
､

第
三

に
､

需
要
量
の

多
い

オ

リ
ー

ブ

の

収
穫
時
(

一

-
四

月
)

､

小

麦
の

収

穫

時
(

六

1
七

月
)

に

は
､

コ

ル

ド
バ

の

農
業
労
働
者
が

常
雇
い

一

･

五

万
､

臨
時
雇
い

九
･

四

万

で

あ

る
こ

と
か

ら

推
察
し

て

も
､

コ

ル

ド
バ

の

み

で

は

労
働
力
需
要
量
を

満
た

し

き

れ

な
い

こ

と

な

ど
が

明
ら

か

で

あ

る
｡

農
業
労

瑠
の

移
動
は

､

一

九
三

一

年
制

定
の

｢
｡

y

d
①

T
①

邑
ロ
｡
∽

m
亡
ロ
i

2 .

官
-

e

s

に

よ
っ

て

法
的
に

は

制
限
さ

れ

て

い

る

が
､

現

在
で

ほ
､

農
業
労
働
者
は

か

な

り

自
由
に

､

よ
り

雇
用
条
件
の

良
い

と

こ

ろ
､

あ

る

い

ほ

雇
用
主
と
の

個
人

的
結
び

つ

き
の

強
い

と
こ

ろ
へ

移

動
し
て

お

り
､

そ
の

範
囲
は

､

隣
接
地

域
を

越
え
て

か

な

り

遠
距
離
化
し

て

い

る

と
い

わ
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(

1 1
)

れ

る
｡

南
部
ス

ペ

イ
ン

で

は
､

こ

の

よ

う
な

農
業
労
働

者
の

農

業
地

域
内

で

の

移
動
が

､

人
口

移
動
の

重

要
な

一

類
型
を

な

し

て

い

る

こ

と

が

注
目

さ

れ

る
｡

こ

の

よ

う
な

移
動
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

コ

ル

ド
バ

で

は
､

結
局
は

栽
培

作
物
の

モ

ノ

カ

ル

チ

ャ

ー

構
造
に

由
来
す
る

収
穫
時
の

労
働
力
不

足
は

､

最
近
の

激
し
い

人
口

流
出
に

拍
車
を

か

け

ら

れ
て

深
刻
で

あ

り
､

そ

の

解

(

12
)

消
の

た

め
に

一

部
機
械
化
が

促
進
さ

れ

て

い

る

と

報
告
さ

れ
て

い

る
｡

し

か

し
､

労
働
力
不

足
の

実
態
ほ

､

低
賃
金
労
働
力
が

不

足
で

あ
っ

て
､

機
(

13
)

械
化
に

よ
っ

て

農
業
労
働
者
ほ

､

雇
用
機
会
を

失
っ

て

い

る

と

も
い

わ
れ

､

労
働
力
不

足
の

実
態
は

定
か

で

は

な
い

｡

他
方

､

収

穫
時
以

外
は

､

労
働

力
過
剰
と

な

り
､

臨
時
雇
い

の

農
業
労
働
者
を

ど

う
み

る

か

に

よ
っ

て
､

正

確
に

は

そ

の

数
は

把
捉
で

き

な
い

が
､

農
村
は

失
業
人
口

で

あ

ふ

れ

る

こ

と
に

な

る
｡

コ

ル

ド
バ

を

は

じ

め

と

し

て
､

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

農
業
部
内
に

お

け
る

労
働
力
市
場
は

､

労
働
力
不

足
と

労
働
力
過

剰
と
が

一

般
的
状
況
と
い

ぇ

る
｡

四

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

人
口

流
出

農
業
労
働
者
の

貸
金

l

｡

r

ロ

巴
①

は
､

一

九
六
二

年
の

農
業
セ

ン

サ

ス

に

よ

る

と
､

ア

ン

ダ
ル

シ

ア

の

五

〇

-
六

〇
ペ

ソ

(

一

日
)

に

対

し
て

､

ア

ス

ト
ゥ

リ

ア

ス
､

ア

ラ
ゴ

ン

で

は

七

〇
-

一

四

〇
ペ

ソ

と

か

な

り

格
差

が

あ

る
｡

年
間
所
得
に

つ

い

て

の

統

計
は

少

な

い

が
､

H
･

芦

E
･

の

資

料
に

よ

る

と

(

指
数
の

た

め

実
数
は

把
握
で

き

な
い

が
)

一

九
四
八

年
か

ら

ほ
と

ん

ど
一

定
で

変
化
が

な

く
､

五

七

年
か

ら

六

四

年
ま

で

は

顕
著
な

上

昇
を

示

し
､

六

四

年
春
に

は
じ

ま
っ

た
い

わ

ゆ

る

〝

農
業
危
機
″

以

降

再
び

停
滞
し

て

い

る
｡

加
え
て

､

イ
ン

フ

レ

に

よ

る

物
価
高
騰
の

た

め
､

五

七

年
か

ら

の

上

昇
部
分
は

相
殺
さ

れ
る

だ

け
で

な

く
､

六

五

年
に

は

実

(

14
)

質
的
に

は
､

二

年
前
の

水
準
に

逆
も

ど

り

し
た

と

い

わ

れ

る
｡

〝

農
業
危

機
〟

と

は
､

く
●

空
言
N

望
冨

に

よ

る

と
､

ス

ペ

イ
ン

の

一

九
五

〇

年

(

15
)

代
末
か

ら

は
じ

ま
っ

た

エ

業
化
に

よ

る

経

済
発
展
の

過
程
で

､

ま
さ

に

つ

く

り
だ

さ

れ

た

〝

危
機
〟

で

あ

り
､

工

業
部
門
の

生

産
性
の

上

昇
に

比

較

し
た

農
業
部
門
の

停
乱

撃

農
業
部
門
内
に

お

け

る
一

九
五

五

-
五

八

年

(

17
)

の

農

業
賃
金
の

上

昇
と

労
働
力
不

足
､

農
産
物
需
要
の

構
造
的
変
化
と
が

直
接
的
原
因
と

な
っ

て
､

危
機
的
状
況
を
つ

く
り

出
し

て

い

る

と

理

解
さ

(

18
)

れ

て

い

る
｡

虔
工

間
格
差
の

棒
大
ほ

顕
著
で

､

六

三

年
に

は

農
業

労
働
者

一

人
当
り
の

貸
金
二

〇
五

〇
〇
ペ

ソ

は
､

エ

業
部
門
で

最
も

低
賃
金
の

建

設
労
働
者
の

三

五
一

〇
〇
ペ

ソ

の

三

分
の

二

に

も

及
ん

で

い

な

い
｡

こ

の

よ

う
な

貸
金

格
差
が

勺

宏
F

要
因
と

し

て

作

用
し

､

貸
金

格

差

が

大
き

く
､

潜
在
失

業
人
口

の

ブ

ー

ル

と

み

な
さ

れ

る

南
部
ス

ペ

イ

ン

か

ら
､

農
業
部
門
か

ら

非
農
家

部
門
へ

､

農
村
か

ら

都
市
へ

の

人
口

流
出
が

促
進
さ

れ
て

い

る

と
い

え

る
｡

換
言
す

れ

ば
､

〝

農
業
危

機
″

に

よ

る

農

村
か

ら
の

人
口

流
出
は

､

ス

ペ

イ
ン

の

工

業
化
の

進
展
の

中
で

､

農
業
部

門
か

ら
の

工

業
労
働
力
析
出
過
程
と
い

え

よ

う
｡

工

業
化

､

都
市
化
の

進
展
に

伴
っ

て
､

従
来
の

人
口

流
出
の

形
態
も

変

化
し

て

き

て

い

る
｡

一

九
五

〇
年
代
ま

で

は
､

男
子
労
働
力
人
口
の

流
出

e

m

曹
邑
O

n

召
○

訂
巴
○

ロ

巴

が

主
要
を

な

し
､

出
様
的
性
祐
が

強
か

っ

た

の

に

対

し

て
､

∵
九

六

〇
年
代
に

入
っ

て

か

ら
は

､

あ

ら

ゆ

る

階
層
に

及

j

ん

だ

普
遍
的
な

人
口

流
出
O

m
i

g
r

宍
-

｡

n

邑
箋
S

已

が

増
大
し

､

出

稼

朗
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(

19
)

に

加
え

て

家
族
全

員
に

よ

る

移
住
が

多
く

な
っ

て

い

る

と
い

わ

れ

る
｡

ど

の

よ

う
に

し
て

具
体
的
に

人

口

流
出
が

お

こ

る

の

か

と
い

う
人
口

移
動
の

メ

カ

ニ

ズ

ム

は
､

統
計
調
査
の

み
で

ほ

把
握
で

き

な
い

問
題
で

あ

り
､

実

愚
調
査
が

必

要
で

あ

ろ

う
が

､

こ

の

点
に

つ

い

て

の

研
究
は

少
な

く
､

今

後
の

研
究
課
題
で

あ

ろ

う
｡

五

結
論
お

よ

び

今
後
の

課
題

ス

ペ

イ
ン

の

人
口

移
動
に

つ

い

て
､

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

農
業
構
造
か

ら

み

た

人
口

流
出
に

焦
点
を

あ

て
､

そ

の

ロ
ー

S

F

要

因
を

検
討

し
､

ラ

テ

ィ

ア

ン

デ
ィ

オ

経
営
の

卓
越
す

る

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

激
し
い

人
口

流
出
は

､

多
数
の

農
業
労
働
者
お

よ

び

零
細
農
が

潜
在
的
失

業
状
態
に

あ

る

こ

と
に

由
来
す
る

も
の

で

あ

る
こ

と

を

み
て

き
た

｡

し

か

し
､

ラ

テ
ィ

フ

ン

デ
ィ

オ

と

い

う
大
土

地

所
有
制
度
が

卓
越
す
る

と
こ

ろ

が

常
に

高
い

人
口

流
出

地

域
で

あ

る

と
い

う
結
論
に

達
す
る

の

で

は

な

い
｡

こ

の

こ

と

は

歴
史
的

に

も

明
ら
か

で
､

一

九
二

〇
-
三

〇
年
代
に

は
､

ス

ペ

イ

ン

で

人
口

流
出

率
が

高
か

っ

た

の

ほ
､

小

土
地

所
有
制
虔

､

小

作
制
度
の

卓
越
す
る

北
部

ス

ペ

イ
ン

で

あ

り
､

南
部
ス

ペ

イ
ン

は
､

国
内
人
口

移
動
が

少
な
い

こ

と

(

20
)

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

一

九
六

〇
-
七

〇

年
と
い

う
エ

業
化
に

伴
う
経
済

発
展
の

著
し
い

時
期
の

ス

ペ

イ

ン

の

人
口

移
動
を

概

観
し
た

と

き
､

ヲ

テ

ィ

フ

ン

デ
ィ

オ

経
営
と
い

う
農
業
構
造
が

､

人
口

流
出
の

最
大
の

吋
亡
S

F

要
因
と

し
て

考
え

ら

れ

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

時

期
の

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

人
口

移
動
が

､

ス

ペ

イ
ン

の

人
口

移
動
の

歴
史
の

中
で

ど
の

よ

う

に

位
置
づ

け

ら
れ

る

の

か
､

北
部
ス

ペ

イ
ン

と

南
部
ス

ペ

イ
ン

の

人
口

移

動
の

相
違
は

､

社
会
の

発
展
腰
倍
と
の

関

連
で

と

ら

え
ら

れ

る

も
の

で

あ

る
の

か

ど

う
か

ほ
､

よ

り

詳
細
な

長
期
に

わ

た
っ

た

分
析
が

必

要
と
な

ろ

封
ハ

O

l

フ
○

さ

ら

に
､

人
口

移
動
と
は

､

単
に

空
間
的
移
動
を

意
味
す
る

だ

け
で

な

く

社
会
階
層
間
に

お

け

る

移
動
を

も

含
ん

だ

総
合
的
な

も

の

と

考
え

ら
れ

(

21
)

る

が
､

-
こ

の

視
点
か

ら
の

人
口

移
動
の

研
究
は

､

人
口

地

理

学
の

分

野
で

は

ほ

と

ん

ど

行
わ

れ
て

い

な
い

1
移
動
人
口

が

流
入

し

た

都
市
社

会
で

の

そ

れ

の

分
析
が

必

要
で

あ

る
｡

本
論
と
の

関
連
で

い

え

ば
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
に

お

け
る

ア

ン

ダ
ル

シ

ア

か

ら
の

流
入

人
口
の

社
会
的

･

経
済
的

諸
条
件
の

分
析
に

よ

る

と
､

バ

ル

セ

ロ

ナ
の

エ

美
化
に

限
度
が

あ

る

た

め
､

流
入

人

口

を

第
二

次
産
業
に

吸
収
で

き

ず
､

建
設
業
や

第
三

次
産
業
部
門

(

田
)

に

か

な

り

偽
装
的
に

吸
収
さ

れ

て

い

る
こ

･
と
が

指

摘
さ
れ

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
な

指
摘
は

､

ラ

テ
ン

ア

メ

リ

カ

等
の

低
開
発
国
に

現
わ

れ
て

い

る

現

象
と

共
通
し

て

お

り
､

低
開
発
国
と

し

て

の

ス

ペ

イ
ン

の

経
済
構
造
の

問

題
に

か

か

わ
っ

て

く

る

も
の

で

あ

る
｡

人
口

移
動
と

は
､

複
兼
な

諸
要
素
が

結
合
し

た

現
象
で

洩

る

だ

け
に

､

稔
合
的
な

視
点
が

必

要
で

あ

る
が

､

本
論
は

､

そ

の

よ

う
な

段
階
に

到
る

前
段
階
と

し

て

の

分
析
を

試
み

た

も
の

で

あ
る

｡

(

l
)

梅
村
又

次
‥

｢

賃
金
･

雇
用
･

農
業
+

､

大
明

堂
､

昭

和

四

七

年
､

ワ

ー

p
00

-
N

O

∞
･

(

2
)

l

O

F
ロ

1
.

C
-

胃
打
e

∴
■

勺
｡

毒
-

m

己
O

n

P
e

O

笥
P
p

F

†
-

勺
0

品
p

m

呂

吋
r

e
s

s
.

-

富
山

､

p
･

-

N

い

-
-

℃
-

G
-

①

n

n

T
･

T

岩
弓

宅
t

F

P

∴
､

A

G
2
･

〇
g
r

a

甘
-

叫

｡
h

せ
U

p

已
む

己
O

n
｡

､

】

O

F

n

W
旨
叫

紆

∽
O

n
S

､

-

ま
P

ワ

一

誌

⊥
中
r

河

辺

軍
｢

人

口

地

理

学
に

つ

い

て

の

一

考

察
+

地

理

学

評

論
三

七

巻
一

号

ワ

T
こ

,

｢

人
口

増

加
と
そ

の

変

動

要

素



( 1 3 3) 研 究 ノ ー ト

に

関

す

る

地

域

的

考

察
+

東
大

教

養
学

部
人

文

科

学

科

紀

要

三

八

輯

ワ

N
h

T

£
.

(

3
)

Ⅰ
.

芦

E
∴

:

P

富
r

琶
-

O

n

y

e

S
t
r

宍
t

亡
r

P

r

e

昔
日

阜

呂

邑
ユ
d

-

-

苫
∞

.

ニ
ー

ワ

(

4
)

大
土

地

所

有

制
に

つ

い

て

ほ
､

ロ

ー

マ

時

代
の

ヲ

テ

ィ

フ

ン

デ

イ

ウ

ム

､

ラ

テ

ン

ア

メ

リ

カ

の

ラ

テ

ィ

フ

ン

デ
ィ

ス

モ

､

ス

ペ

イ
ン

の

ラ

テ

ィ

フ

ン

デ
ィ

ス

キ

と

同

じ

言

葉

を

使

用

し

て

も
､

大

農
地

地

F
c

P

g
r

p

ロ

告
.

c

O

r
t

エ
○

を

さ

す
だ

け
で

な

く

そ

の

土

地

の

経

営

形
態

を

も

問
題
に

す
る

場
合
に

は

歴

史
的

に

規

定

さ

れ

た

社

会

経

済

の

中
で

の

概

念
で

あ

り

そ
の

内

容
は

臭
っ

て

い

る
｡

ナ

r
p

m

g
r
t

に

よ

る

と

｢

旧

式

の

方

法

で

粗

放

的

に

耕

作

さ

れ

る

大

農

地
+

(

‥

A
m
e
r
i

β

喜

｢
M

己
ロ
e

㌧

勺
P
句

､

句
中

ユ
s

-

-

票
㌣

p
･

謀
)

と

さ

れ

て

い

る
｡

(

5
)

E
d

w
p

己

E
.

呂
已
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